
≪令和６年度 地域おこし協力隊募集要項≫ 

 

受入団体名 【担当課 総務課（秘書政策班）中津地域】  

募集人数 １名 

採用予定日 令和６年４月１日 

活動地区 エリア：久万高原町中津地区  拠点：久万高原町役場柳谷支所 

タイトル 
≪愛媛県久万高原町中津地区≫ 

小さいけれど元気な中津、「共に考え」「共に働いて」いただく方を求めています！ 

地域の現状

や課題、求

める人物

像、活動や

任期後のイ

メージ、サ

ポート体制

等 

 

中津地域は、愛媛県と高知県の県境に位置する山あいの１７０人ほどの小さな集落。

集落はほぼ南向きの斜面に広がっており、久万高原町内でも暖かく、美しい棚田があ

りお米が美味しいところです。 

春の中津さくらまつりをはじめとして、中津音楽学校のライブや結い音楽祭など、

イベントを積極的に行う元気な地域です。 

住民の結束力は強く、イベント時には６０～７０人がすぐに集まって活動していま

す。外部の人に対する受容力が大きく移住される方々を温かく受け入れてきました。 

 

 
  

中津地域でも、高齢化により稲作をあきらめる人が増えてきました。「今ある田んぼを

耕作放棄地にせずに中津の美味しいお米をどうやって残していくか」の解決策を模索

する日々です。また、廃校となった旧中津小学校を指定管理で受託しており、イベン

ト等に使用していますが、より一層の利活用ができないか検討しています。その他に

も、住民の生活にとって重要な唯一の商店が店主の高齢化により廃業の危機に瀕して

いるなど、様々な課題があります。 

そこで、中津地域と共に課題解決に取り組んでいただく地域おこし協力隊を募集し

ます。中津地域では「中津まるごとミュージアム（ＨＰ）」で情報発信を行っています

が、新しい目線でより一層魅力的な情報を発信してもらいたいと思います。それとと

もに、地域で行うイベントを一緒に運営して盛り上げてもらいたいと考えています。

その他、地域の稲作をどうやって守ってゆくか、旧中津小学校の利活用をどうするか、

商店の存続をどうするか、アプローチする課題は様々。課題解決に向けて、地域と「共

に考え」「共に働いて」もらいたいと思います。 

最長３年間の活動のなかで、１年目は集落支援員とともに活動しましょう。地域団

体である大字会・公民館の役員会などに参加、地域を巡って地域の情報を把握し、地

域情報の発信やイベント運営に参加してください。２年目は、１年目の活動を活かし

ながら協力隊自身でイベント運営に取り組むほか、課題解決に向けて動くなど、色々

とチャレンジしてみてください。また、任期終了後をイメージしながら自身が目指す



方向性を考えましょう。３年目は業務量を勘案しながら、起業や就業の実現に向けて

動く期間としてください。 

期終了後は、課題解決を図る活動の中から起業・就業の機会を掴んでもらい、でき

れば地域に定住して欲しいと考えています。地域に暮らすひとりの住民として、元気

な中津地域を支えていって欲しいと思います。 

なお、協力隊員の活動は、集落支援員が常時サポートします。地域団体の大字会長、

公民館長、その他の各団体も必要に応じてサポートします。協力隊としての勤務等に

おいては、協力隊採用担当課である久万高原町ふるさと創生課がいつでも相談に対応

します。 

慣れない田舎暮らしが不安になる方がいらっしゃるかもしれません。協力隊員の住

居は地域で準備しますし、その他生活のことは地域団体の大字会長、公民館長、自治

会長、住民、地域内の若者グループの若志会（わかいしかい）ほか各団体がサポート

します。起業・就業では、農業、林業などの名人がいるので、必要に応じた人材を紹

介します。地域内で解決が難しい場合はゆりラボ（久万高原町の中間支援組織）、えひ

め暮らしネットワーク（愛媛県内の地域おこし協力隊を支援している一般社団法人）

といった団体も協力隊員をサポートします。 

中津地域は、久万高原町の中でもイベントを多く行って元気な地域として知られて

います。住民も開放的で明るく、これまでにも移住する人を暖かく受け入れてきまし

た。ですが、地域の中心となってきたメンバーが６０代、７０代となり、地域を支え

る若い年代が減少しています。地域に溶け込み、地域の存続に力を発揮していただけ

る方を歓迎します。 

参考：「中津まるごとミュージアム（ＨＰ）」 (nakatsu-ehime.jp) 

募集対象 

次の①から⑦すべてに該当する方を対象とします。 

① 心身ともに健康で、地域住民や域内事業者、関係機関と積極的にコミュニケーシ

ョンを図り、協力しながら精力的に活動に取り組むことができる方 

② 生活の拠点を３大都市圏と政令指定都市又は地方都市（過疎地域や離島振興地域

などの条件不利地域は除く。）としており、久万高原町地域おこし協力隊員として、

採用後、久万高原町に住民票を異動することができる方 

③ パソコンの一般的な操作ができ、地域内外へ積極的に情報発信ができる方 

④ 普通自動車運転免許を有しており、実際に運転ができる方 

⑤ 地方公務員法第１６条の欠格事項に該当しない方 

⑥ 協力隊終了後も久万高原町において定住に意欲がある方 

⑦ 地域運営に興味があり、イベントの運営を一緒にできる方 

勤務時間 

【勤務時間】原則１日７時間 週３５時間勤務  

（原則、午前８時３０分～午後４時３０分（休憩６０分）） 

ただし、業務及び活動内容等によって勤務時間を変更することがあります。 

雇用形態 

・期間 

【雇用形態】パートタイム会計年度任用職員（町職員）となります。 

【雇用期間】着任の日から１年間とし、最長３年まで再度の任用を行います。 

【副業】可 ※副業は勤務時間外に限ります 

給与等 
月額２３０，０００円（社会保険料等の本人負担分は差し引かれます。） 

※賞与の支給はありません。 

待遇 

・福利厚生 

・社会保険（健康保険・厚生年金・雇用保険）等に加入します。 

・任期中は久万高原町内の賃貸住宅等に居住していただきます。任期中の借上げ料は

町が補助金として支給します。 

http://www.nakatsu-ehime.jp/


（補助上限３０，０００円。超過する場合は自己負担となります。） 

・活動に要する備品、事務用品及び旅費等は予算の範囲内において町が負担します。 

・活動用のパソコン及び公用車は町が貸与します。 

・休暇等については、久万高原町会計年度任用職員の規定に準じます。 

応募手続き 

（共通） 

【応募受付期間】 

令和５年１０月３１日（火）締め切り（当日消印有効） 

【提出書類】 

下記所定の様式（①、②）を提出してください。全ての提出書類において、PC等

で作成いただいても構いません。 

① 久万高原町地域おこし協力隊応募用紙 

② テーマに沿ったレポート 

テーマ(ミッション共通)『地域おこし協力隊になって実現したいこと』 

※志望動機や希望地域での活動に自身の経験・能力をどう活かすか、任期終了後の展

望などについて１,０００字～１,２００字で作成。 

【提出方法】郵送、Eメール、持参により提出 

選考 

（共通） 

【１次選考】１１月上旬（予定） 

応募書類により選考の上、選考結果を応募者全員に文書で通知します。 

【２次選考】１２月上旬（予定） 

１次選考合格者を対象に、２次選考試験（面接（対面型））を久万高原町役場におい

て行います。面接日時及び会場等の詳細については、１次選考結果の通知の際にお知

らせします。なお、面接時には、提出いただいたレポートについて、３分程度で発表

していただきます。 

【最終選考結果】最終選考結果は、１２月中に文書で応募者全員に通知します。 

※住民票の異動は必ず採用日以降に行ってください。採用日以前に住民票を異動させ

ると採用対象者でなくなり、採用取り消しとなります。 

提出先 

〒７９１－１２０１  

愛媛県上浮穴郡久万高原町久万２１２番地 

久万高原町役場ふるさと創生課移住促進班 まで 

℡０８９２－２１－１１１１（内線３２５） 

   Ｅ-mail：furusatosousei@kumakogen.jp 

その他 
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